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　令和最初の夏は、暑い日があったり寒い日があったりと、例年とは様子が違う
ようでした。博物館事務所は冷房設備がないので暑い日は大変でした…！皆さん
もこの寒暖差に体調を崩されないよう、体に気を付けてください。　　　　（高）

り便からのお
第５号

　

標
茶
に
生
き
た
人
々
の
中
に
は
、
伝
記
の
よ
う
な
形
で
記
録
が
残
さ
れ
、

歴
史
に
そ
の
名
を
遺
し
た
方
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
々
の
人
生
の
物
語
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

久
米
三
男
三
は
、
軍

馬
補
充
部
第
５
代
支
部

長
と
し
て
勤
務
し
た
日

本
陸
軍
の
軍
人
で
す
。

本
町
に
久
米
に
関
す
る

資
料
は
ほ
と
ん
ど
残
さ

れ
て
お
ら
ず
、
長
ら
く

そ
の
実
像
は
不
明
で
、

生
没
年
や
川
上
支
部
に

勤
務
し
た
期
間
に
つ
い

て
も
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）、

久
米
の
ご
子
孫
に
あ
た
る
八
田
政
恭
氏
ら
が
先
祖
縁
の
地
を
巡
る
旅
の
中
で

当
時
の
標
茶
町
郷
土
館
に
立
ち
寄
り
、
幾
つ
か
の
新
し
い
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
情
報
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
、
久
米
の
実
像
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

久
米
三
男
三
は
１
８
７
０
年
代
（
明
治
初
期
）
の
生
ま
れ
と
推
測
さ
れ
ま

す
が
、
正
確
な
生
年
は
不
明
で
す
。
元
々
は
別
姓
で
し
た
が
、
養
子
縁
組
を

経
て
久
米
姓
と
な
り
ま
し
た
。
歴
代
、
標
茶
の
軍
馬
補
充
部
支
部
長
と
な
っ

た
方
々
は
、
騎
兵
隊
出
身
者
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
皇
室
警

護
の
任
務
に
携
わ
っ
た
後
、
軍
馬
補
充
部
川
上
支
部
に
着
任
し
た
久
米
は

異
色
の
経
歴
の
持
ち
主
で
し
た
。
正
確
な
着
任
日
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
１
９
２
０
～
21
年
（
大
正
９
～
10
年
）
ご
ろ
に
着
任
し
た
と
み
ら
れ
、

１
９
２
３
年
（
大
正
12
年
）
11
月
ま
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
着
任
時
の
階

級
は
陸
軍
中
佐
で
す
。

　

久
米
が
勤
務
し
て
い
た
１
９
２
１
年
（
大
正
10
年
）
ご
ろ
は
、
１
９
０
８

年
（
明
治
41
年
）
に
開
設
さ
れ
た
川
上
支
部
の
整
備
が
ほ
ぼ
終
わ
り
に
近
づ

い
た
時
期
で
す
。「
釧
路
新
聞
」
に
よ
れ
ば
こ
の
頃
の
川
上
支
部
保
管
馬
数

は
８
２
５
頭
で
、
創
設
初
期
よ
り
２
倍
近
く
増
加
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
馬
の
飼
料
を
得
る
た
め
の
耕
作
地
の
増
加
が
必
要
と
な
り
、
放
牧
地
の
一

部
を
耕
作
地
と
し
て
転
換
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
用

標
茶
近
世
・
近
代
人
物
誌
　
第
３
話

軍
馬
補
充
部
川
上
支
部
第
五
代
支
部
長
　
久
米
　
三み
お
ぞ
う
男
三

支部長 久米三男三
（八田政恭氏所蔵）

　町内で発見される数千年前の縄文土器と、同じ大きさ（約20
～30㎝）の土器を作り、縄文技術を追体験します。完成した土
器は乾燥後野焼きを行い、実際に使える土器として参加者にお
渡します。講師に元釧路市立博物館館長の西幸隆氏をお迎えし、
全２回の講座で製作します。貴重な機会ですので、どうぞ申し
込みください。

■日　　時／９月22日㈰・23日㈪、午前９時30分〜午後１時
■場　　所／１階体験作業室
■定　　員／８人（高校生以上推奨）
■申込締切／９月18日㈬
■材 料 費／1,000円

本格！！土器作り講座
～いにしえの土器作りに挑戦～

大人も楽しめる
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地
を
、
未
整
理
用
地
と
し
て
大
蔵
省
に
返
還
し
た
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
用
地
返
還
は
、
軍
備
縮
小
に
よ
る
影
響
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
時
、
第

１
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
、
主
要
国
を
中
心
と
し
て
世
界
的
に
軍
縮
の
ム
ー

ド
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
軍
備
拡
大
と
そ
の
維
持
は
、
各
国
の
予
算
を
圧

迫
し
て
い
た
の
で
す
。
１
９
２
１
～
22
年
（
大
正
10
～
11
年
）
に
か
け
て
行

わ
れ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
中
で
は
、
海
軍
の
軍
縮
条
約
に
関
わ
る
会
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
も
そ
の
条
約
に
合
意
し
、
海
軍
が
軍
縮
に
着
手
。
こ

の
流
れ
を
受
け
、
日
本
の
議
会
で
も
軍
備
縮
小
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、

陸
軍
も
対
応
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。当
時
の
陸
軍
大
臣
山
梨
半
造
の
指
示
の
下
、

１
９
２
２
年
（
大
正
11
年
）
よ
り
２
度
に
わ
た
り
軍
備
整
理
と
軍
縮
を
行
い

ま
す
。
こ
の
時
、
陸
軍
将
兵
と
軍
馬
の
大
幅
な
削
減
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、

川
上
支
部
の
用
地
返
還
も
影
響
を
受
け
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

標
茶
に
在
任
中
、
久
米
家
で
は
次
男
と
三
男
が
誕
生
し
ま
し
た
。
ご
子
孫

の
方
々
か
ら
の
聞
き
取
り
で
は
、
久
米
の
妻
・
千
代
が
「
標
茶
で
の
暮
ら
し

は
大
変
だ
っ
た
」
と
回
顧
し
、
語
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
印
象
深

い
思
い
出
と
し
て
「
冬
は
凍
っ
た
川
の
上
を
馬
ソ
リ
で
下
っ
た
」「
病
気
に

な
る
と
釧
路
ま
で
行
き
、
大
病
と
な
る
と
そ
の
後
函
館
ま
で
行
っ
た
た
め
、

治
療
ま
で
３
日
は
か
か
っ
た
」
と
話
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

久
米
は
軍
馬
補
充
部
川
上
支
部
長
を
務
め
た
後
、
ほ
ど
な
く
し
て
軍
を
辞

め
ま
し
た
。
久
米
が
勤
務
し
て
い
た
頃
、
川
上
支
部
で
は
捕
っ
た
ク
マ
を
毛

皮
に
し
て
支
部
長
に
届
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
、
現
在
で
も
ご
子
孫
の

方
の
自
宅
に
は
標
茶
で
捕
ら

れ
た
ヒ
グ
マ
の
毛
皮
が
保
管

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
川
上
支

部
傭よ
う
に
ん人
団
よ
り
贈
ら
れ
た
馬

の
置
物
も
床
の
間
に
大
切
に

飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

久
米
は
１
９
５
２
年
（
昭

和
27
年
）
に
亡
く
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
約
60
年
の
時

を
経
て
、
久
米
三
男
三
の
ご

子
息
２
人
の
生
ま
れ
故
郷
標

茶
に
、
八
田
政
恭
氏
ら
が
来

町
さ
れ
ま
し
た
。
久
米
が
標

茶
で
勤
務
し
て
い
た
期
間
は

短
い
も
の
で
し
た
が
、
確
か

な
縁
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で

す
。

川上支部傭人団より贈られた馬の置物
（八田政恭氏所蔵）

１階ラウンジにスタンプコーナーがあり
ます。スタンプは「博物館とシマフクロ
ウのはく製」「馬と旧塘路駅

えきてい

逓所」の２
種類で、観光客に大変人気です。博物館
を訪れた思い出にぜひ押してみてはいか
がでしょうか？

博物館スタンプ
押してみませんか？

博物館ではこんなこともしています
〜実習生の受け入れを行いました〜

　７月26日から30日までインターンシップとして標
茶高校生１人、８月１日から５日まで博物館実習生と
して帯広大谷短期大学地域教養学科の学生１人を受け
入れました。

インターンシップの
標茶高校生

博物館実習生の
帯広大谷短期大学生

　２人は職員指導の下、受付での対応や博物館蔵書の整
理業務に取り組みました。博物館では展示公開のほかに、
こうした教育支援活動も行っています。


